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　１月の表紙を飾ってくれたのは、山本地区の
璃子さん、穂高くん。璃子さんは面倒見がいいお
姉ちゃん！自作の紙芝居作りにはまっていて、
予測不能なストーリー（！？）でご家族を笑わせて
います♪穂高くんはスーパー穏やかでとにかく
優しい性格！昆虫（特にカマキリ）が大好きす
ぎて、よく昆虫のモノマネをしているそうです
（笑）ご両親は「とにかく健康で楽しく、いろんな
ことに興味を持って、好きなことをどんどん突き
詰めていってほしい」と話していました！これ
からも伸び伸びと成長していってくださいね！

山本地区
三浦　翔悟さん、夏美さんの長女、長男

三
みうら
浦　璃

り こ
子さん（６歳）

　　　穂
ほたか
高くん（４歳）

今月の表紙 ★
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　私たち「ＪＡ秋田やまもと」は、組合
員と地域住民の目線に立ち、魅力ある農
業と豊かな地域社会、環境づくりに貢献
します。
１�．施設機能並びに相談機能を充実し、
総合事業性を発揮します。

２�．安心・安全な農産物の提供と、地域
農業の振興を図ります。

３�．「食」と「農」の連携を軸とした地
域活性化と食農教育活動を展開します。

４�．地域との共生を目指し、ＪＡ運営へ
の参画を促進します。

ＪＡ秋田やまもと
経 営 理 念

……★行事報告

……★特集
　　　　　　

……★ニュースチャンネル

……★各事業所紹介

……★安心サポーターだより

……★信用部門情報
　　　　　　福祉事業所だより

……★クロスワードパズル
　　　　　　みんなの声

……★インフォメーション

……★おかあさん！星五つです！
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ＪＡ秋田やまもと 営農部

最新の営農情報営農情報を
みなさまにお届けします

公式
アカウント

友だち大募集！！

登 録 方 法

❶

▶

ＬＩＮＥアプリの
「友だち追加」

「ＱＲコード」を
選択し、ＱＲコー
ドを読み取り登録

ＱＲコード

❷ ▶ＬＩＮＥアプリの「友だち追加」

「検索」を選択し、ＩＤを入力し登録
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新年のごあいさつ

農業経営の組み立てによる所得の増大を目指して
秋田やまもと農業協同組合
代表理事組合長　檜　森　保　雄

明けましておめでとうございます
新しい年が組合員並びに地域の皆様にとってよき年になりますよう、ご祈念申し上げます。
代表理事組合長　檜森　保雄
代表理事常務　田森　浩之
代表理事常務　大鐘　和弘
理　　　　　事　榮田　全稔
理　　　　　事　見上　廣美
理　　　　　事　亀田　琢哉

理　　　　　事　及位由美子
理　　　　　事　佐々木　亨
理　　　　　事　小沢　重博
理　　　　　事　北林　清忠
理　　　　　事　伊藤　智樹
理　　　　　事　鎌田　久男

理　　　　　事　髙松　　薫
理　　　　　事　三浦　英樹
代　表　監　事　佐々木　敬
常　勤　監　事　平澤　卓也
監　　　　　事　竹内　孝一
員　外　監　事　國柄　進一

　謹んで新年のお慶びを申し上げます。
　旧年中は組合員並びに地域住民の皆様にはＪＡ秋田やまもとの事業運営全般にわたり、

温かいご支援・ご協力をいただき、深く感謝申し上げます。
　さて、昨年は８月１１日の集中豪雨で下岩川地区では床上浸水が発生し、甚大な被害をもたらしました。当
ＪＡの対応として、すぐにＬＡによる聞き取り調査を開始して被害を確認し、共済金のお振込みと当ＪＡ独
自としても被災者の皆様に見舞金を差し上げました。
　青果物の生育状況について、メロンは春先の低温で着果数は少なかったものの、大玉傾向で単価高にも恵
まれ計画を上回ることができました。一方、じゅんさいは４年連続の収量減となり最盛期の４分の１の収量
となりました。主力品種のミニトマトも８月の長雨・日照不足で着果不良の発生によって収量が減少し、実
績は９，５００万円で前年度の１億円には届きませんでした。ネギにおいても、軟腐病の発生で収量が減少し、
前年度実績の２億円に届くか心配されます。その他の作物も長雨の影響で収量減となってしまい、計画には
届きませんでした。
　基幹作物の稲作においても、春先の低温により茎数が平年の７割しかなく、７月の天気で一穂の着粒数が
増えて籾の量は確保したのですが、８月の長雨・日照不足、一転して９月には晴天続きで水分不足になり、
粒張りが悪く、くず米が多くなりました。昨年の収量より１０アール当たり約１．５俵少なく、全体では４２，０００
俵の減少となってしまいました。県北の作況指数は９４の不良で、当ＪＡの１等米比率は７６％と、例年の９０～
９５％から１５％減少となりました。米の概算金は昨年から６００円上げましたが、燃油や資材の高騰もあり、農
家には厳しい環境であることから、三種町と八峰町に対して「営農継続に向けた緊急要請」をしました。
　ロシアによるウクライナ侵攻が長期化して、尿素や塩化カリウムの主力生産国であるロシアからの供給が
滞り、さらに中国も昨年１０月から尿素など肥料の輸出制限をしたことで５年産肥料価格が高騰し、農家組
合員にとって大きな痛手になることが予想されております。国も肥料の高騰対策として、１５項目の取組メ
ニューの中から２項目に取り組んだ農家に対し、高騰分の７割を補填する政策を打ち出しました。当ＪＡ管
内の生産者でも多数の皆様が補填を受けることができると考えられることから、申請のサポートに全力で取
り組みますので、申請手続きをお願いいたします。
　これからの厳しい農業情勢に立ち向かうため、流した汗が報われるよう、今一度ご自分の経営を見つめ直
し、収益の確保を考えた複合経営を目指していただきたいと思います。ＪＡを取り巻く事業環境も、人口減
少や少子高齢化、農家の減少等で、非常に厳しい運営が見込まれます。そのためにも予算や事業の見直しも
考えた自己改革に努め、財務基盤の強化を図り、「農家組合員あってのＪＡである」ということを念頭に事
業運営を進めてまいります。また、昨年新たに取り組んだ、ＬＩＮＥを活用したタイムリーな営農情報の発
信で営農指導を行っておりますので、まだＬＩＮＥの友だち登録をしていない組合員の皆様はぜひご登録を
お願いいたします。
　さらに、２度目の開催となった「新米まつり」も非常に好評をいただきましたので、今年は贈答品やふる
さと納税の返礼品など、新しいアイディアによる直売に取り組む所存です。少しでも農家手取りの増大にな
るよう努め、組合員、地域住民と一体となって魅力ある農業と豊かな地域づくりに貢献できるよう、役職員
一丸となって邁進いたします。
　最後に、今年こそは新型コロナウイルス感染症終息を願い、組合員並びに地域住民の皆様にとりまして、
良い年になりますよう祈念して新年のご挨拶といたします。
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１２
月
１１
日
、
第
２０
回
Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま
も
と
農
畜

産
物
生
産
者
大
会
が
能
代
市
の
プ
ラ
ザ
都
で
開
催

さ
れ
、
生
産
者
や
市
場
関
係
者
な
ど
１
３
０
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
優
良
生
産
者
表
彰
が
行
わ
れ
、

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
メ
ロ
ン
部
会
の
金
子
誠
孝
さ

ん
を
は
じ
め
、
優
秀
賞
・
優
良
賞
・
特
別
賞
・
功

労
賞
・
新
人
賞
の
各
賞
を
受
賞
し
た
１６
名
と
１
法

人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
檜
森
保
雄
組
合
長
は
、

「
８
月
の
大
雨
・
日
照
不
足
な
ど
の
天
候
不
順
に

も
関
わ
ら
ず
、
日
頃
の
技
術
研
鑽
が
実
を
結
び
、

表
彰
さ
れ
た
生
産
者
の
皆
様
に
は
敬
意
を
表
し
ま

す
」
と
述
べ
、
生
産
者
の
栄
誉
を
称
え
ま
し
た
。

ま
た
、
斎
藤
孝
光
会
長
が
音
頭
を
取
り
、
参
加
者

全
員
で
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
唱
和
。「
消
費
者
が

求
め
る
『
安
全
』『
安
心
』
な
農
畜
産
物
を
生
産

し
よ
う
」「
地
産
地
消
を
拡
大
し
、
心
豊
か
な
地

域
社
会
を
実
現
し
よ
う
」「
農
業
政
策
の
転
換
に

即
応
し
、
所
得
確
保
に
努
め
よ
う
」
の
３
項
目
が

決
議
さ
れ
、
今
後
も
一
丸
と
な
っ
て
地
域
農
業
の

振
興
に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
相
撲
解
説
者
・
舞
の

海
秀
平
氏
に
よ
る
「
可
能
性
へ
の
挑
戦
」
と
題
し

た
特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
決
し
て
諦
め

ず
、
苦
難
を
乗
り
越
え
な
が
ら
大
相
撲
入
り
の
夢

を
叶
え
た
舞
の
海
氏
の
講
演
に
、
参
加
し
た
皆
さ

ん
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
会
場
が
大

き
な
笑
い
に
包
ま
れ
る
場
面
も
あ
り
、
３
年
ぶ
り

の
生
産
者
大
会
は
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

第２０回第２０回
ＪＡ秋田やまもとＪＡ秋田やまもと
� 農畜産物生産者大会� 農畜産物生産者大会

特　　集
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表 彰 者 一 覧 （敬称略）

【最優秀賞】秋田県山本地域振興局長賞

メ ロ ン 部 会 金　子　誠　孝 八竜

　天候不順で収量・品質・規格の維持に苦慮する中、
非常に高い水準で実績を残しました。また、部会の
様々な取り組みにも積極的に参加し、検証に尽力した
ことが評価されました。

【優秀賞】全国農業協同組合連合会秋田県本部長賞

花 き 部 会 関　　　正　信 八竜

【優良賞】秋田やまもと農業協同組合長賞

き の こ 部 会 田　村　小百合 峰浜

じ ゅ ん さ い 部 会 茎　沢　勝　則 山本

野 菜 果 樹 部 会
（果 樹 部 門） 安　藤　晃　一 山本

野 菜 果 樹 部 会
（そ ら 豆 部 門） 伊　藤　ユウ子 琴丘

ト マ ト 部 会 佐　藤　守　信 八竜

ミ ニ ト マ ト 部 会 梅　田　堅　勇 八竜

ネ ギ 部 会 松　森　正　樹 峰浜

キ ャ ベ ツ 部 会 森　田　　　光 峰浜

加工キャベツ部会 神　田　日出夫 山本

み ょ う が 部 会 白　鳥　美千代 峰浜

枝 豆 部 会 伊　勢　史　郎 峰浜

【特別賞】秋田やまもと農業協同組合長賞

稲 作 部 会 株式会社アグリほんだ 峰浜

稲 作 部 会 工　藤　富　直 八竜

【功労賞】秋田やまもと農業協同組合長賞

前生産部会連絡協議会長 三　浦　　　忠 八竜

【新人賞】生産部会連絡協議会長賞

酪農・稲ＷＣＳ・牧草 細　越　大　紀 山本

▲最優秀賞を受賞した金子誠孝さん

▲優秀賞を受賞した関正信さん

▲優良賞受賞者を代表して登壇した田村小百合さん

▲参加者全員で大会スローガンを唱和

▲舞の海秀平氏の特別講演
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ニュース
チャンネル

▲早く食べたいね！

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
八
森
小
学
校
で
食
農
体
験
教
室
を
実

施
し
、
１
年
生
１４
名
が
自
分
た
ち
で
育
て
た
さ
つ
ま

い
も
を
使
っ
た
お
や
つ
作
り
に
参
加
し
ま
し
た
。
伝

統
食
名
人
グ
ラ
ン
マ
マ
シ
ス
タ
ー
ズ
の
山
内
良
子
さ

ん
と
女
性
部
の
石
岡
て
つ
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、
さ

つ
ま
い
も
の
い
も
も
ち
と
油
で
揚
げ
な
い
カ
ン
タ
ン

大
学
い
も
の
２
品
を
調
理
。
さ
つ
ま
い
も
を
潰
し
て

丸
く
形
作
っ
た
り
、
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
っ
た

さ
つ
ま
い
も
と
砂
糖
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
り
と
、
班
の

み
ん
な
で
交
代
し
な
が
ら
仲
良
く
作
業
を
し
ま
し
た
。

出
来
上
が
り
と
と
も
に
甘
い
香
り
が
広
が
る
と
児
童

た
ち
は
大
喜
び
。「
甘
く
て
お
い
し
い
」「
お
う
ち

で
も
作
っ
て
み
た
い
」
と
嬉
し
そ
う
な
様
子
で
し
た
。

八
森
小
学
校

さ
つ
ま
い
も
の
お
や
つ
作
り

News
1

▲表彰式に参加した平澤さん

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
秋
田
と
Ｊ
Ａ
全
農
あ
き
た
は
、
秋

田
米
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
２
を
秋
田
市
で
開
催
し
、

「
美
味
し
い
あ
き
た
こ
ま
ち
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
内
の
生
産
者
上
位
１２
名
が

表
彰
さ
れ
、
管
内
か
ら
は
山
本
地
区
の
平
澤
喜
代
美

さ
ん
の
「
岩
川
水
系
米
あ
き
た
こ
ま
ち
」
が
優
良
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
土
壌
改
良
材
に
よ
る
土
づ
く
り

や
生
育
に
合
わ
せ
た
追
肥
、
水
管
理
を
徹
底
し
た
こ

と
で
食
味
値
が
高
く
、
粘
り
、
硬
さ
の
バ
ラ
ン
ス
が

と
れ
た
お
米
と
な
っ
た
こ
と
が
、
今
回
の
受
賞
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。
平
澤
さ
ん
は
、
昨
年
の
種
苗
交
換

会
の
秋
田
県
産
米
品
評
会
に
お
い
て
も
「
ひ
と
め
ぼ

れ
」
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
良
食
味
米
生

産
に
今
後
一
層
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

美
味
し
い
あ
き
た
こ
ま
ち
コ
ン
テ
ス

ト
で
優
良
賞
を
受
賞

News
2

　

き
の
こ
部
会
は
、
椎
茸
の
Ｐ
Ｒ
動
画
上
映
会
を
能

代
市
で
開
催
し
、
参
加
し
た
部
会
員
や
全
農
あ
き
た
、

八
峰
町
職
員
ら
に
お
披
露
目
し
ま
し
た
。
約
３
分
間

の
Ｐ
Ｒ
動
画
で
は
、「
極
上
の
し
い
た
け
は
極
上
の

水
か
ら
」
と
謳
い
、
白
神
山
地
の
も
と
豊
か
な
水
で

作
ら
れ
た
肉
厚
で
風
味
豊
か
な
椎
茸
の
魅
力
を
存
分

に
発
信
。
部
会
員
ら
が
出
演
し
、
椎
茸
の
栽
培
方
法

や
美
味
し
く
味
わ
え
る
調
理
方
法
な
ど
も
紹
介
し
ま

し
た
。
こ
こ
数
年
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
販
売
促
進
活
動

に
苦
戦
し
て
い
る
状
況
を
打
破
し
た
い
と
の
部
会
員

の
強
い
思
い
か
ら
、
約
４
ヶ
月
か
け
て
完
成
し
た
こ

の
Ｐ
Ｒ
動
画
。
今
後
は
取
引
市
場
や
量
販
店
で
上
映

し
、
更
な
る
産
地
の
魅
力
発
信
と
消
費
拡
大
を
目
指

し
ま
す
。

き
の
こ
部
会

椎
茸
Ｐ
Ｒ
動
画
を
お
披
露
目

News
3

▲ついに完成したＰＲ動画を上映しました

１２
２

１２
７

１２
８
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▲きのこの炊き込みご飯が出来上がり！

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
琴
丘
小
学
校
で
食
農
体
験
教
室
を
実

施
し
、
４
年
生
１６
名
が
元
気
な
体
を
つ
く
る
特
製
ラ

ン
チ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
３
種
の

き
の
こ
を
使
っ
た
炊
き
込
み
ご
飯
、
小
松
菜
と
き
の

こ
の
味
噌
汁
、
マ
ー
ボ
ー
豆
腐
な
ど
、
子
ど
も
向
け

雑
誌
「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」
で
紹
介
さ
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
を

チ
ョ
イ
ス
。
伝
統
食
名
人
グ
ラ
ン
マ
マ
シ
ス
タ
ー
ズ

の
及
位
由
美
子
さ
ん
と
女
性
部
の
金
子
純
子
さ
ん
か

ら
教
わ
り
、
味
噌
汁
に
使
う
煮
干
し
の
下
準
備
や
、

具
材
を
切
る
と
こ
ろ
か
ら
調
理
を
開
始
し
ま
し
た
。

品
数
は
多
め
で
し
た
が
、
お
う
ち
で
の
お
手
伝
い
で

慣
れ
て
い
る
児
童
も
多
く
、
手
際
よ
く
次
々
と
完
成
。

も
ち
ろ
ん
途
中
の
味
見
も
忘
れ
ず
、
最
後
は
手
作
り

料
理
の
美
味
し
さ
を
堪
能
し
ま
し
た
。

琴
丘
小
学
校

き
の
こ
を
使
っ
た
ラ
ン
チ
作
り

News
5

▲公正な検査に努めています

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、
集
荷
し
た
大
豆
の
検
査
作
業
が
三

種
町
の
検
査
場
で
進
め
ら
れ
、
担
当
検
査
員
が
大
豆

の
水
分
量
や
品
質
な
ど
を
入
念
に
確
認
し
、
等
級
付

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
４
年
産
の
大
豆
は
、
７
月
以

降
は
気
温
が
高
く
、
開
花
期
は
平
年
並
み
と
な
り
ま

し
た
が
、
８
月
の
大
雨
で
被
害
を
受
け
た
圃
場
で
は

生
育
が
停
滞
。
そ
の
後
の
登
熟
期
遅
れ
に
伴
い
、
青

立
ち
が
目
立
ち
収
穫
作
業
も
遅
れ
を
見
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
年
に
比
べ
て
主
茎
長
が
短
く
、
粒
が
小
さ

い
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。
担
当
検
査
員
か
ら
は
「
大

粒
で
も
未
熟
粒
の
発
生
が
多
く
見
ら
れ
る
な
ど
、
著

し
い
品
質
の
低
下
を
懸
念
し
て
い
る
」
と
話
が
あ
り

ま
し
た
。
大
豆
の
検
査
作
業
は
２
月
頃
ま
で
続
く
予

定
で
す
。

大
豆
検
査
作
業
進
む

News
6

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、
三
種
町
に
引
き
続
き
、
八
峰
町
へ

営
農
継
続
に
向
け
た
緊
急
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
檜

森
保
雄
組
合
長
が
八
峰
町
役
場
を
訪
れ
、
八
峰
町
長

職
務
代
理
者
を
務
め
る
日
沼
一
之
八
峰
町
副
町
長
に

要
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
要
請
書
で
は
、
肥
料
等

の
生
産
資
材
価
格
の
高
騰
が
農
家
経
営
を
圧
迫
し
て

い
る
状
況
を
訴
え
、
県
や
町
が
一
体
と
な
っ
た
高
騰

分
全
額
の
支
援
を
要
請
。
さ
ら
に
、
燃
油
や
電
力
の

高
騰
に
対
し
て
も
、
国
へ
必
要
な
支
援
要
請
と
追
加

的
な
措
置
を
求
め
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。
当
Ｊ

Ａ
管
内
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
も
改
め
て
確
認
し
、

日
沼
副
町
長
は
、「
農
業
は
自
然
災
害
に
は
打
ち
勝

つ
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
行
政
と
し
て
も
サ
ポ
ー

ト
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

八
峰
町
へ
要
請
書
を
提
出

News
4

▲要請書を手渡しました

１２
１３

１２
１４

１２
１２

77 ２０２３年１月号



ニュース
チャンネル

▲相続などについて学びました

　

金
融
課
は
青
年
部
を
対
象
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

部
員
ら
１２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
昨
年
８
月
の
税
務

セ
ミ
ナ
ー
に
引
き
続
き
、
今
回
も
部
員
の
要
望
を
受

け
て
企
画
。
講
師
を
務
め
た
國
柄
進
一
司
法
書
士
か

ら
、
相
続
な
ど
で
発
生
す
る
登
記
の
手
続
き
に
つ
い

て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
若
手
農
家
へ
の

経
営
移
譲
に
お
い
て
、
農
地
な
ど
の
名
義
が
変
更
さ

れ
て
お
ら
ず
、
手
続
き
が
複
雑
に
な
る
ケ
ー
ス
が
見

受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
現
時
点
で

の
農
地
な
ど
の
名
義
を
把
握
し
、
変
更
が
必
要
と
な

る
場
合
に
は
、
相
続
や
贈
与
な
ど
現
状
に
合
わ
せ
た

手
続
き
を
す
る
よ
う
呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。
金

融
課
で
は
、
今
後
も
青
年
部
員
の
農
業
経
営
を
支
援

で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

青
年
部
対
象
の
相
続
セ
ミ
ナ
ー

News
7

▲アスパラガスを収穫する加賀谷さん

　

管
内
で
は
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
収
穫
期
が
到
来
し
、

ア
ス
パ
ラ
部
会
の
部
会
員
の
ハ
ウ
ス
で
収
穫
作
業
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
栽
培
歴
３０
年
以
上
の
八
竜
地
区

の
加
賀
谷
幸
悦
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
で
も
、
丹
精
込
め
て

栽
培
し
た
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
丁
寧
に
収
穫
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
加
賀
谷
さ
ん
は
「
経
費
が
上
が
り
厳
し
い

状
況
だ
が
、
良
質
な
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
と
に
か
く
た

く
さ
ん
出
荷
し
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。
管
内
で
の

初
出
荷
は
１２
月
１２
日
と
平
年
並
み
。
出
荷
さ
れ
た
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
鵜
川
野
菜
集
出
荷
施
設
で
選
別
作

業
が
行
わ
れ
ま
す
。
品
質
に
関
し
て
、
出
始
め
は
概

ね
良
好
で
す
が
、
厳
し
い
冷
え
込
み
と
日
照
不
足
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
３
月
上
旬
ま
で
収
穫

が
続
く
見
込
み
で
す
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
収
穫
期
へ

News
8

　

八
竜
女
性
部
は
毎
年
恒
例
の
冬
期
サ
ー
ク
ル
を
開

催
し
、
部
員
２２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は
新
年

に
向
け
た
お
正
月
用
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

に
挑
戦
。
縁
起
が
良
い
と
さ
れ
る
菊
や
デ
ン
フ
ァ
レ
、

松
や
千
両
な
ど
９
種
類
ほ
ど
を
組
み
合
わ
せ
、
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
心
を
込
め
て
作
業
を
進
め

ま
し
た
。
講
師
か
ら
は
「
こ
の
花
は
真
っ
直
ぐ
生
け

る
と
綺
麗
に
見
え
ま
す
よ
」
な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
も
。

同
じ
花
を
使
っ
て
い
て
も
、
生
け
方
に
よ
っ
て
印
象

は
様
々
で
、
個
性
を
活
か
し
た
思
い
思
い
の
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
が
完
成
し
ま
し
た
。
完
成
後

は
、
部
員
同
士
で
作
品
を
見
て
回
り
、
お
互
い
の
出

来
栄
え
を
楽
し
み
ま
し
た
。

八
竜
女
性
部

冬
期
サ
ー
ク
ル
を
開
催

News
9

▲華やかなフラワーアレンジメントが完成！

１２
１６

１２
１９

１２
２３
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各事業所紹介

南部基幹給油所JA秋田やまもと

「地域を支える
� “安心”のサービスを」

●�八竜セルフＳＳ

チーフ　加賀谷良平

　昨年の１２月から全てのセルフＳＳで、
農協全国商品券や三種町燃料購入助成
券をご利用いただけるようになりまし
た。ご利用時には、インターホンを使っ
てお気軽にスタッフまでお声がけくだ
さい。また、ワイパーやタイヤなどの
各種商品も取り揃えております。ご購
入の際はぜひＪＡへお越しください。

八竜セルフＳＳ
　住　所：〒０１８－２４０１
　　　　　秋田県山本郡三種町鵜川字内田２－６
　ＴＥＬ：０１８５－８５－２７７５　ＦＡＸ：０１８５－８５－２３０５
　定休日：毎月第１、３日曜日　
山本セルフＳＳ
　住　所：〒０１８－２３０３
　　　　　秋田県山本郡三種町森岳字御休下１１３－１
　ＴＥＬ：０１８５－８３－２７０３　ＦＡＸ：０１８５－８３－２７２５
　定休日：毎月第２、４日曜日
琴丘セルフＳＳ
　住　所：〒０１８－２１０４
　　　　　秋田県山本郡三種町鹿渡字町後１８４－１
　ＴＥＬ：０１８５－８７－２００４　ＦＡＸ：０１８５－８７－２１１８
　定休日：毎月第２、４日曜日

毎月、給油所便りを発行しています。お得な情報が満載ですのでぜひご覧ください！

●�琴丘セルフＳＳ

チーフ　袴田　勝仁

　リニューアルした最新鋭の洗車機は
もうご利用いただきましたか？冬期間
は塩害予防のためにこまめな洗車を心
がけましょう。また、現金会員の方
は、給油１ℓにつき１ポイント加算で、
５００ポイント毎にクーポン券が発行さ
れます。このクーポン券で選べる“洗
車機のお好きなコース１回無料”はお
ススメです。水・金・日曜日はポイン
ト２倍ですよ！

●�山本セルフＳＳ

チーフ　岡　　　佑

　本格的な冬が到来し、寒さも一段と
厳しくなりました。ＪＡでは便利な灯
油の定期配送を行っており、みなさん
のご自宅へ定期的にお伺いしています。
定期配送をお申込みいただくと、通常
の配送より２円お得にご利用いただけ
ます。これから申し込みたいという方
もぜひお電話ください。
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0120-258-931
ジ　コ　は　　 ク　ミ　ア　イ

夜間休日安心サービス

夜間休日現場急行サービス

夜間休日初期対応サービス

事故現場に急行

電話による初期対応

24時間・365日の
安心サポート! 
フリーダイヤル安心サービス！フリーダイヤル安心サービス！

JA共済事故受付センター
事故等の場合には

Ⓡ

ＪＡの「自動車共済安心サービス」のご利用について

安全運転で冬道を乗り切ろう！！《冬道運転のポイント》

右記の安心サービスをご利用の際は、各種サービ
ス受付時間に、ＪＡ共済事故受付センターまでご
連絡ください。

冬道での「急」とは、「急発進」「急ハンドル」「急ブレーキ」が挙げられます。特に「急ブレーキ」がクルマ
のコントロールを失う最大の要因です。「急ハンドル」を行うタイミングによっては、最悪の場合スピンを起
こして完全に制御不能となってしまいます。余裕ある動作に努めましょう。

冬道では「急」の付く動作が危険を招きます！

ライト点灯！車間距離確保！スピードダウン！ライト点灯！車間距離確保！スピードダウン！

ＪＡの営業時間内はご加入のＪＡまでご連絡ください。

ＪＡ共済より業務委託を受けた民間警備保障会社の対
応員が事故現場に急行し、事故状況の聞き取りなどを
行います。

初期対応専任のスタッフがお客さまからの相談対応や
相手方への迅速な対応（事故受付の連絡・修理工場へ
の連絡・代車の手配等）を行います。

【受付時間】平日：17時～23時、土日・祝日：8時～23時

【受付時間】平日：17時～21時、土日・祝日：9時～21時

〈サービスご利用にあたっての注意事項〉
※レッカーサービス、ロードサービスについて、トラブルの状況や手配内容によっては、お客さまに費用のご負担が発生する場合があります。また、
ＪＡＦ会員であるお客さまについては、お客さまのご了承のもと、ＪＡ共済事故受付センターまたはＪＡ共済サポートセンターからＪＡＦを手配する
場合があります。その場合、レッカーサービスのけん引距離、ロードサービスの作業時間について、上記のサービス範囲を拡大します。
※各種サービスのご利用にあたっては、その他所定の条件があります。詳細については「ご契約のしおり・約款」をご参照ください。

■平日　8：30～17：30
　連絡先　本店　安心サポーター直通(共済課)　℡：0185-72-2205
　　　　　八峰支店　　　　　　　　　　　　　℡：0185-76-3151

■業務終了後・夜間・休日等の場合
　連絡先　ＪＡ共済事故受付センター　　　　　℡：0120-258-931

橋や高架道路は、普通の路面と比べ、道路表面の冷やされ方がきつくなります。普通の路面が乾いていると安
心して橋や高架道路にさしかかって、ブラックアイスバーンなどに気付き慌ててしまうと、事故を誘発しかね
ません。慎重な走行をお願いします。

橋や高架道路の路面状況は、より注意が必要です！

吹雪の中など、早めに自分の存在を知らせる意味として、日中でも天候の状況に応じてライトを点灯するクセ
をつけましょう。また、スリップやなかなか思い通りに止まれないことも想定し、車間距離を大きくとること
が追突事故の防止につながります。スピードが速くなるほど、スリップの危険性も高くなるので、無理して速
度を上げることなく、ゆっくり走行しましょう。

早めのライト点灯！広めの車間距離！そしてスピードは控えめに！

近年、店舗駐車場内での事故が季節を問わず増えています。規制された道路と違い、縦横無尽に往来するクル
マに対し、道路上以上に十分な注意と判断を必要とします。360度全体を見渡し、安全を確保しましょう。また、
出来る限り、バックして駐車枠に停車することを心がけることで、駐車枠からの発進時の事故を大きく減らせ
ます｡「停める時のラクより、出る時のラクをとる」を心がけましょう。

店舗駐車場内では周囲に気を配り最大限の注意を！そして駐車方法に工夫を！

安心サポーターだより
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0120-258-931
ジ　コ　は　　 ク　ミ　ア　イ

夜間休日安心サービス

夜間休日現場急行サービス

夜間休日初期対応サービス

事故現場に急行

電話による初期対応

24時間・365日の
安心サポート! 
フリーダイヤル安心サービス！フリーダイヤル安心サービス！

JA共済事故受付センター
事故等の場合には

Ⓡ

ＪＡの「自動車共済安心サービス」のご利用について

安全運転で冬道を乗り切ろう！！《冬道運転のポイント》

右記の安心サービスをご利用の際は、各種サービ
ス受付時間に、ＪＡ共済事故受付センターまでご
連絡ください。

冬道での「急」とは、「急発進」「急ハンドル」「急ブレーキ」が挙げられます。特に「急ブレーキ」がクルマ
のコントロールを失う最大の要因です。「急ハンドル」を行うタイミングによっては、最悪の場合スピンを起
こして完全に制御不能となってしまいます。余裕ある動作に努めましょう。

冬道では「急」の付く動作が危険を招きます！

ライト点灯！車間距離確保！スピードダウン！ライト点灯！車間距離確保！スピードダウン！

ＪＡの営業時間内はご加入のＪＡまでご連絡ください。

ＪＡ共済より業務委託を受けた民間警備保障会社の対
応員が事故現場に急行し、事故状況の聞き取りなどを
行います。

初期対応専任のスタッフがお客さまからの相談対応や
相手方への迅速な対応（事故受付の連絡・修理工場へ
の連絡・代車の手配等）を行います。

【受付時間】平日：17時～23時、土日・祝日：8時～23時

【受付時間】平日：17時～21時、土日・祝日：9時～21時

〈サービスご利用にあたっての注意事項〉
※レッカーサービス、ロードサービスについて、トラブルの状況や手配内容によっては、お客さまに費用のご負担が発生する場合があります。また、
ＪＡＦ会員であるお客さまについては、お客さまのご了承のもと、ＪＡ共済事故受付センターまたはＪＡ共済サポートセンターからＪＡＦを手配する
場合があります。その場合、レッカーサービスのけん引距離、ロードサービスの作業時間について、上記のサービス範囲を拡大します。
※各種サービスのご利用にあたっては、その他所定の条件があります。詳細については「ご契約のしおり・約款」をご参照ください。

■平日　8：30～17：30
　連絡先　本店　安心サポーター直通(共済課)　℡：0185-72-2205
　　　　　八峰支店　　　　　　　　　　　　　℡：0185-76-3151

■業務終了後・夜間・休日等の場合
　連絡先　ＪＡ共済事故受付センター　　　　　℡：0120-258-931

橋や高架道路は、普通の路面と比べ、道路表面の冷やされ方がきつくなります。普通の路面が乾いていると安
心して橋や高架道路にさしかかって、ブラックアイスバーンなどに気付き慌ててしまうと、事故を誘発しかね
ません。慎重な走行をお願いします。

橋や高架道路の路面状況は、より注意が必要です！

吹雪の中など、早めに自分の存在を知らせる意味として、日中でも天候の状況に応じてライトを点灯するクセ
をつけましょう。また、スリップやなかなか思い通りに止まれないことも想定し、車間距離を大きくとること
が追突事故の防止につながります。スピードが速くなるほど、スリップの危険性も高くなるので、無理して速
度を上げることなく、ゆっくり走行しましょう。

早めのライト点灯！広めの車間距離！そしてスピードは控えめに！

近年、店舗駐車場内での事故が季節を問わず増えています。規制された道路と違い、縦横無尽に往来するクル
マに対し、道路上以上に十分な注意と判断を必要とします。360度全体を見渡し、安全を確保しましょう。また、
出来る限り、バックして駐車枠に停車することを心がけることで、駐車枠からの発進時の事故を大きく減らせ
ます｡「停める時のラクより、出る時のラクをとる」を心がけましょう。

店舗駐車場内では周囲に気を配り最大限の注意を！そして駐車方法に工夫を！

農業者のみなさまに最適な制度資金

農業近代化資金 令和５年度分
受付開始！

設備資金から運転資金まで幅広くご利用できる制度資金です
（農機具から軽トラ・２ｔトラック、フォークリフト等まで）

○令和５年度（令和５年４月１日～令和６年３月１５日まで）の融資実行分が対象となります。

ＪＡバンク利子補給制度を実施予定ＪＡバンク利子補給制度を実施予定
※�ＪＡバンク利子補給（借入金額１００万円以上）が適用となった場合、最大年１．０％の利子補給が実施され、借入後５年間は
実質０％となります。（ただし、金利情勢、利子補給制度内容により異なる場合があります）

ＪＡ秋田やまもとが保証料を全額助成します！ＪＡ秋田やまもとが保証料を全額助成します！
※保証料の助成は、所定の条件を満たす方となります。

・�行政の融資枠が上限に達した場合、新規の融資が停止となることがありますのでお早めにお申込みください。
・行政等の審査が必要となるため、ご回答に時間を要する場合があります。
・本資金を利用した事業の融資決定前の事前着工および着工後のお申込みは認められておりません。
・現在、融資利用者で延滞している方は、保証料助成・ＪＡバンク利子補給の対象とならない場合があります。
・詳しくは融資担当者までお尋ねください。

お申込み時
の留意点

� ●お問合せ先　本店　金融課（融資）ＴＥＬ．0185-87-4606　八峰支店　ＴＥＬ．0185-76-3151

５年間　５年間　実質金利　実質金利　０％０％

信用部門情報

居宅介護支援とは？
福祉事業所だより

　福祉事業所には３名のケアマネジャーがおります。介護のご相談がありましたらお気軽にご相談・
お問い合わせください。
� ●福祉事業所　TEL.0185-74-5840　ＦＡＸ．0185-74-5841

　居宅介護支援とは、在宅で介護保険を利用したい人が、適切な介護サービスを受けられるように、
ケアマネジャーと一緒にケアプランを立て、その計画をもとに介護サービスを実施していくことです。
利用者と、利用者が必要とする介護サービスを結び付け、自宅でできるだけ自立した生活を送れるよ
うに支援していきます。

ケアプランをもとに受けられる介護・生活援助サービスの一例

　その他　�医療・行政・包括支援センター等と連携を取り、利用者一人一人の状況にあった支援が
受けられるよう努めています。

　訪問系
・訪問介護
・訪問看護
・訪問入浴
・訪問リハビリ

　通所系
・通所介護
　（デイサービス）
・通所リハビリ

　短期入所系
・ショートステイ

　福祉用具関係
・福祉用具レンタル
・福祉用具購入

　住宅改修の手続き
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１　ウインタースポーツの代表格
２　旧国名の１つ。現在の三重県の大
部分

３　お吸い物などを入れる器
４　鬼は外、福は――
５　掃除道具の１つ。魔女がまたがれ
ば飛べるかも？

８　車のフロントガラスに付くとギラ
ギラして厄介です

１０　旅先で眺めることもあります
１２　もむと温かくなるタイプもありま
す

１３　遅い時間まで寝ずにいること
１４　仁徳天皇陵もこの１つ
１６　水分補給に役立つ――飲料は、電
解質を加えてあります

１８　働き者だといわれる昆虫
２０　天ぷらを天――に漬けて食べた

Ｑ 　 タテのカギ 　 ヨコのカギ�二重マスの文字をＡ～Ｅの順
に並べてできる言葉は何で
しょうか？

クロスワード
パズル

みんなの声

１　２月の誕生石・アメシストは紫色
の――です

６　刻みたばこを詰めて吸う道具
７　Ｌが大ならＭは
９　こうなった――を知りたいなあ
１１　暖炉にくべます
１２　３度の食事以外に食べるもの
１４　バレンタインデーに実らせる人も
います

１５　囲碁や将棋の指し手の記録
１７　百貨店の――ガイドで目当ての売
り場を探した

１９　昆布と――節でだしを取った
２１　例年２月４日ごろ。暦の上ではこ
の日から春です

●１２月号の答え
　フリソデ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
答

63 〒018-2104

山
本
郡
三
種
町
鹿
渡

　
　
　
　
　
字
町
後
270

Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま
も
と

　
　
広
報
ク
イ
ズ
係
行

①こたえ

②JAまたは本誌へ
　ご意見ご要望、
　メッセージなど

住所・氏名・年齢

職業・電話番号

〈ハガキの記入例〉

●当選者
　�たくさんの方からご応募い
ただいた結果、下記の皆さ
んが当選されました。

　おめでとうございます。

　山本地区　近藤　志眞さん
　八竜地区　門間　辰悦さん
　峰浜地区　鈴木　久明さん

見本

締切日＆プレゼント
　応募締切は１月末日です。
　抽選で１０名の方に農協全
国商品券（２千円分）または
エーコープ商品ギフトセッ
トのいずれかをプレゼント
します。

　
　

格
的
な
冬
到
来
で
体
に
寒
さ
が

染
み
る
今
日
で
す
。
農
家
の

方
々
も
農
作
業
が
ひ
と
段
落
し
て

ホ
ッ
と
し
て
い
る
で
し
ょ
う
ね
。
ハ

ウ
ス
で
野
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を
栽
培
し
て
い
る
方
は

い
く
ら
か
暖
か
い
所
で
の
作
業
で

し
ょ
う
か
。

�

八
竜
地
区　

Ｙ
・
Ｉ
さ
ん

　
　

国
家
の
光
大
会
や
Ｊ
Ａ
全
国
女

性
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会
へ
の
出
場
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ど
大
先
輩

方
の
ご
活
躍
す
ご
い
で
す
ね
。
日
々
、

大
変
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こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
た
く

さ
ん
の
元
気
を
も
ら
い
、
今
後
の
生

き
方
に
背
中
を
押
さ
れ
た
気
が
し
ま

し
た
。

�

八
竜
地
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Ｋ
・
Ｎ
さ
ん

　
　

わ
ふ
わ
モ
チ
モ
チ
お
や
き
、

と
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て
も
美
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し
そ
う
で
す
。

い
ろ
ん
な
具
材
を
入
れ
て
楽
し
め
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は
い
い
で
す
ね
。

�

八
森
地
区　

Ｋ
・
Ｋ
さ
ん

　
　

ケ
防
止
で
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

�

山
本
地
区　

Ｔ
・
Ｍ
さ
ん

　
　

Ａ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
の
ベ
ジ
タ
ブ
ル
ラ
イ

フ
が
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。

読
ん
で
い
る
と
菜
園
活
動
に
ワ
ク
ワ

ク
し
て
き
ま
す
。
が
ん
ば
る
ぞ
～

�

八
竜
地
区　

Ａ
・
Ｓ
さ
ん

　
　

に
は
内
孫
が
い
な
い
の
で
、
毎

回
表
紙
の
か
わ
い
い
子
ど
も
た

ち
の
写
真
を
見
て
、
自
分
の
孫
だ
と

思
い
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

�

琴
丘
地
区　

Ａ
・
Ｋ
さ
ん

　

た
く
さ
ん
の
お
声
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
月
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

本全ふ

ボＫ私
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インフォメーション
information #1
組合員資格のご確認をお願いします

information #2
法務局からのお知らせ

　日頃よりＪＡ事業にご理解をいただき、誠にありがとうございます。
　さて、ＪＡでは組合員の皆様に組合員資格・氏名・住所・電話番号等の届出事項に変更がないか、ご確認
をお願いしております。もし組合員資格等に変動がありましたら、変更のお手続きが必要となりますので、
お手数をおかけいたしますが本店または八峰支店にご連絡をお願いいたします。

�

【組合員資格】
　次に掲げるいずれかに該当する方が「正組合員資格」を有する方です。
⑴�　１０アール以上の土地を耕作する農業を営む個人であって、その住所又はその経営に係る土地又は施
設がこの組合の地区内にあるもの
⑵�　１年のうち９０日以上農業に従事する個人であって、その住所又はその従事する農業に係る土地又は
施設がこの組合の地区内にあるもの
⑶�　農業を営む法人（その常時使用する従業員の数が３００人を超え、かつ、その資本の額又は出資の総
額が３億円を越える法人を除く。）であって、その事務所又はその経営に係る土地がこの組合の地区
内にあるもの

�

　これまで正組合員で、上記のいずれにも該当しなくなった方は「准組合員」への資格変更手続きが必要と
なる場合があります。また、准組合員の資格条件については多岐にわたりますので、上記内容を含め本店ま
たは八峰支店にお問い合わせください。なお、相続・譲渡等についても随時受付しておりますのでご相談く
ださい。

【預けて安心、自筆遺言書保管制度】
　相続・終活などに関心をお持ちの方、
　ご自身の財産を、安心して、ご家族などに託したいとお考えの方、
　法務局では、ご自身で書かれた遺言書を、
� 簡易な手続・手数料３９００円でお預かりしています。
　相続が開始したときは、ご家族などにお知らせすることで、
� 各種手続にご利用いただける証明書を発行します。

　手続に関する相談は、平日８時３０分～１７時１５分まで、
　いつでも、お気軽にお問い合わせください。

　【お問合せ先】秋田地方法務局能代支局　
　　　　　　　電話 0185－54－4111

1414２０２３年１月号



●概況（１１月末現在）

令和４年 令和３年

正組合員 ３，８６７人 ４，０１４人

准組合員 ３，４３７人 ３，４４３人

貯 金 ４２５億９，２４９万 ４２２億９０８万

貸 出 金 ６８億１２８万 ６８億５，１２２万

出 資 金 ２３億８，３５０万 ２４億２，４５８万

●第１１回理事会（１２月２７日開催）
　議案第１号　�上期監事監査改善を要する事

項に対する回答について
　議案第２号　利用業務規程の変更について
　議案第３号　大口貸付について
　議案第４号　�園芸畜産振興積立金の助成に

ついて
　議案第５号　�総代選挙事務担当者の指名に

ついて　�

●支店相談日
　開催日：２月１０日（金）
　�常勤役員が支店に出向き、皆様のご相談に
応じます。

●おＪＡマン日
デー

　実施予定日：２月１３日（月）～２月１４日（火）
　�職員による組合員訪問日です。
　�ご意見ご要望など、何でもお気軽にお伝え
下さい。

information #3
「食と農のセミナー」開催のお知らせ
地域で輝く人、頑張る人、食と農を学ぶ子どもたちの発表と

地元農産物ＤＥクッキングのおはなし♪

information #4
資材センター営業時間のお知らせ

月日 区　分
１月～２月

生産資材 北部営農

平　日
営業時間 ８：００～１７：００ ８：００～１７：００
配送業務 有 有

土曜日
営業時間 ８：００～１２：００ ８：００～１２：００
配送業務 有 有

日曜・祭日
営業時間

休　　　業休 業 日
配送業務

information #5
岩川水系米を贈呈しました
　令和４年１２月１０、１１日の第２４回Ｗリーグ三種大会開催に伴
い、出場したアランマーレ秋田をはじめとする４チームへ、
岩川水系米３０キロをそれぞれ贈呈しました。
　試合当日は、八竜ブレイズと山本・八竜中学校女子バス
ケットボール部のみなさんがセレモニーに参加しました。

information #6
イベント参加者募集のお知らせ
　そば打ち体験をしながら交流を深めま
しょう！お誘い合わせのうえ、お気軽に
お申込みください。

※新型コロナウイルス感染症の状況により、中止となる場合があります。

※�新型コロナウイルス感染症の状況により、中止
となる場合があります。
※詳細につきましてはお問い合わせください。

開 催 日：２月２５日（土）
募集人数：６名（先着順）
参加資格：２０～４０歳代の男女
　　　　　（男性は当ＪＡの正・准組合員）
申込締切：２月１０日（金）

日時：２月１０日（金）
　　　１０：００～１３：００
場所：峰栄館（八峰町峰浜）
定員：１００名※定員になり次第締め切ります

� ●お問合せ先　企画審査課　TEL.0185-87-4600

●お問合せ先
　企画審査課　TEL.0185-87-4600
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ぷるぷるシュワシュワ！
炊飯器でつくる台湾カステラ

今 月 の 料 理

琴丘女性部
工藤　聖美さん

●今月の講師

“お料理好き・得意な方”を自薦他薦問わず広く募集いたします！“わが家の簡単定番レシピ”
なども大募集！企画審査課（８７－４６００）へ情報をお寄せください。

★★お料理自慢
大募集★★

１

①�こめ油と豆乳を混ぜ合わ
せ、湯せんにかけて温め
る。

５

⑤�油を塗った内窯に生地を
流し込み、内窯をテーブ
ルにトントンさせ空気を
抜く。さらにさい箸で表
面をぐるぐると混ぜて気
泡を抜く。

２

②�①に米粉を入れて混ぜる。
混ざったら、卵黄をひと
つ分ずつ入れてさらに
しっかり混ぜる。

６

⑥�白米炊きモードで炊き、
炊き上がったら熱いうち
に内窯をひっくり返して
皿に載せる。自然と落ち
てくるのを少し待って出
来上がり。

３

③�大きなボウルで卵白を少
し泡立ててコシを切って
から、グラニュー糖と塩
を一気に入れて角が立た
ないくらいの緩いメレン
ゲを作る。

●作り方
４

④�②に出来上がったメレン
ゲを３分の１ずつ分けて
入れ、手早く混ぜ合わせ
る。２回入れたら、大き
なボウルに戻して底から
すくい上げるように混ぜ
る。

・米粉�����大さじ５
・こめ油������２０㏄
・豆乳�������４０㏄
・卵��������２個
　（卵黄と卵白に分ける）
・グラニュー糖�大さじ４
・塩��������少々

●材料
　（３合炊き炊飯器で１個分）

・�米粉を使用しているので、粉をふるう必要が
なくラクチンです
・�卵黄生地に、はちみつ（６ｇ）を入れても美
味しいです
・�卵白に塩を入れると泡立ちが良くなり、きめ
細かいメレンゲになります。
・内窯にバターを塗っても良いです
・�お使いの炊飯器によって生焼けの場合がある
ので、炊き上がったら竹串を刺して確認しま
しょう。生地がついてきたときは、再度加熱
してください。
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あふれる緑、大地と共に輝く未来

おかあさんおかあさん！！星星五つです五つです！！★★
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